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2
2
0
0

氏
名

代
表
取
締
役
工
場
長

島
廻

浩
一

工
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又
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業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
津
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所
在
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岡
山
県
津
山
市
二
宮

番
地

2
2
0
0
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 変 更 前 変 更 後 変 更 前

19 ト
19 ト 19 ト

紡績業又は繊維製品の
19 ト 19 ト 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の

製造業若しくは加工業
紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業

の用に供する染色施設種 類 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業 の用に供する染色施設 の用に供する染色施設

（ 、 、 、 、の用に供する染色施設 の用に供する染色施設 101 102 103 104 101 102 103 104（ 、 、 、 、 （ 、 、 、 、 109 110 133 134
135、136、137、138）（ 、 ）DYEPET No.4 No.5 （121） 107、108、112、113、 107、108、112、113、

114、115） 114、115）

能 力 0.2kg／回 10kg／回 100kg／回 100kg／回 50kg／回

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 許可後直ちに － 許可後直ちに －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに 許可後直ちに － 許可後直ちに －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 許可後直ちに － 許可後直ちに －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 18～24時間 同左 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.25 0.38 12 15 69 83 82.3 99.2 32 41
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6～7.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 150 200
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 120 140

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 40 50

油 分（㎎／Ｌ） 5 10
同左 同左 同左 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 20 25

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 10

大腸菌群数（個／㎤） 0 0

銅（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

全クロム（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 変 更 後 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

19 ト 19 ト 19 ト 19 ト 19 ト
紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の
製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業

種 類 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業の用に供する染色施設 の用に供する染色施設 の用に供する染色施設
の用に供する染色施設 の用に供する染色施設（ 、 、 、 、 （ 、 、 、 、 （ 、 、 、 、109 110 133 134 120 122 123 124 120 122 123 124
（ 、 、 、 ） （ 、 、 、 ）135、136、137、138） 125、126） 125、126） 144 145 146 147 144 145 146 147

能 力 50kg／回 10kg／回 10kg／回 15kg／回 15kg／回

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 許可後直ちに － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 許可後直ちに － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 18～24時間 同左 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 40.5 51 9 11 12 15.5 9 11 9.3 11.3
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6～7.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 150 200
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 120 140

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 40 50

油 分（㎎／Ｌ） 5 10
同左 同左 同左 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 20 25

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 10

大腸菌群数（個／㎤） 0 0

銅（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

全クロム（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後 変 更 前

19 ト 19 ト
19 ト 19 ト 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 19 ト
紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業 紡績業又は繊維製品の
製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業

種 類 の用に供する染色施設 の用に供する染色施設 製造業若しくは加工業の用に供する染色施設 の用に供する染色施設
DYEPET No.1 No,2 DYEPET No.1 No,2 の用に供する染色施設（ 、 、 、 、 （ 、 、 、 、118 128 129 130 118 128 129 130 （ 、 、 （ 、 、

No.3、151、MINI COLO No.3、151、MINI COLO （MINI COLOR No.3）131、142、143） 131、142、143）
R No.2） R No.2）

1.8kg／回×１基 1.8kg／回×１基
能 力 5kg／回 5kg／回 1kg／回×３基 1kg／回×３基 36g／回

96g／回×１基 96g／回×１基

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 18～24時間 同左 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 5 6 4.9 6 0.4 0.4 0.25 0.38 0 0
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6～7.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 150 200
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 120 140

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 40 50

油 分（㎎／Ｌ） 5 10
同左 同左 同左 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 20 25

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 10

大腸菌群数（個／㎤） 0 0

銅（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

全クロム（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 変 更 後 廃 止 廃 止 廃 止 廃 止

19 ト 19 ト 19 ト 19 ト 19 ト
紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の 紡績業又は繊維製品の

種 類 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業 製造業若しくは加工業
の用に供する染色施設 の用に供する染色施設 の用に供する染色施設 の用に供する染色施設 の用に供する染色施設
（MINI COLOR No.3） （105、106） （139、140） （121） （132）

能 力 36g／回 100kg／回 50kg／回 10kg／回 40kg／回

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 18～24時間 同左 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.25 0.38 69 83 32 41 9 11 11 16
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6～7.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 150 200
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 120 140

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 40 50

油 分（㎎／Ｌ） 5 10
同左 同左 同左 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 20 25

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 10

大腸菌群数（個／㎤） 0 0

銅（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

全クロム（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 廃 止

19 ト
紡績業又は繊維製品の

種 類 製造業若しくは加工業
の用に供する染色施設
（149、150）

能 力 5kg／回

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 18～24時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 5 8
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6～7.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 150 200
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 120 140

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 40 50

油 分（㎎／Ｌ） 5 10

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 20 25

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8.5 10

大腸菌群数（個／㎤） 0 0

銅（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

全クロム（㎎／Ｌ） <0.01 0.03

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 活性汚泥曝気槽 同左

種 類 及 び 型 式 曝気槽 角型ピット 同左

構 造 鉄筋コンクリート 同左

主 要 寸 法 18.75m×4.5m×4.6m、21.4m×4.5m×4.8m 同左

能 力 2400㎥／日 同左

処 理 の 方 法 活性汚泥処理 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 1500 1800 1500 1800 1500 1800 1500 1800
状態の通常の値
及び最大の値並 ｐ Ｈ 6～7.5 6～7.5 5.8～8.6 5.8～8.6 6～7.5 6～7.5 5.8～8.6 5.8～8.6
びに当該汚水等

 の通常の量及び ＢＯＤ（mg／Ｌ） 150 200 25 30 150 200 35 40
最大の量

 ＣＯＤ（mg／Ｌ） 120 140 40 50 120 140 40 50

   Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 50 60 40 50 50 60 40 50

油 分（㎎／Ｌ） 8 12 5 10 8 12 5 10

   Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 20 25 15 20 20 25 15 20

    Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 8.5 10 1 2 8.5 10 1.5 2.5

大腸菌群数（個／㎤） 0 0 0 0 0 0 0 0

銅（mg／Ｌ） － － 0.08 0.1 <0.01 0.03 <0.01 0.03

全クロム（mg／Ｌ） － － 0.08 0.1 <0.01 0.03 <0.01 0.03
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区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 第1クリアレーター 同左

種 類 及 び 型 式 凝集沈殿槽 円型ピット 同左

構 造 鉄筋コンクリート 同左

主 要 寸 法 8m×4m 同左

能 力 2000㎥／日 同左

処 理 の 方 法 凝集沈殿処理 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 1500 1800 1500 1800 1500 1800 1500 1800
状態の通常の値
及び最大の値並 ｐ Ｈ 6～7.5 6～7.5 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6
びに当該汚水等

 の通常の量及び ＢＯＤ（mg／Ｌ） 25 30 4 6 35 40 25 30
最大の量

 ＣＯＤ（mg／Ｌ） 40 50 28 40 40 50 28 40

   Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 40 50 14 20 40 50 14 20

油 分（㎎／Ｌ） 5 10 3.5 8 5 10 3.5 8

   Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 15 20 7.5 10 15 20 15 20

    Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 1 2 0.5 1 1.5 2.5 1 2

大腸菌群数（個／㎤） 0 0 0 0 0 0 0 0

銅（mg／Ｌ） 0.08 0.1 <0.01 0.03 <0.01 0.03 <0.01 0.03

全クロム（mg／Ｌ） 0.08 0.1 <0.01 0.03 <0.01 0.03 <0.01 0.03

令和５年５月１９日　岡山県公報　第１２４９８号



(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 No.13～33

新 設
区 分

通 常 最 大

水 量（㎥／日） －

ｐ Ｈ －

ＢＯＤ（mg／Ｌ） － －

ＣＯＤ（mg／Ｌ） － －

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） － －

油 分（mg／Ｌ） － －

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） － －

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） － －

大腸菌群数（個／㎤） － －

銅（mg／Ｌ） － －

全クロム mg／Ｌ － －（ ）

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年５月19日から同年６月９日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び津山市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
五
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

新
見
市

住
所

岡
山
県
新
見
市
新
見

番
地
３

3
1
0

氏
名

新
見
市
長

戎
斉

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
新
見
千
屋
温
泉
い
ぶ
き
の
里

所
在
地

岡
山
県
新
見
市
千
屋
花
見

－
５
外
８
筆

1
3
3
6

令和５年５月１９日　岡山県公報　第１２４９８号



(3) 特定施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

66の３－ロ 66の３－イ
種 類 旅館業の用に供する 同左 旅館業の用に供する 同左

洗濯施設(８) ちゆう房施設(９)

能 力 4.2kg／回×3基 同左 20食／日×8基、1.79㎡ 20食／日×9基、2.01㎡

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 断続８時間 同左 断続12時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 1 2 0.9 1.8 0.7 1.2 0.8 1.35
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 40 50 100 200
常の量及び最大

 の量 ＣＯＤ（mg／Ｌ） 40 50 200 300

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 30 50 100 200
同左 同左

油 分（㎎／Ｌ） 3 5 20 30

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 10 20 60 120

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 1 2 8 16

大腸菌群数（個／㎤） 無数 無数 無数 無数

備考１ 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
備考２ 旅館業の用に供する洗濯施設(８)の汚水等の量は３基の合計を示す。

旅館業の用に供するちゆう房施設(９)の汚水等の量は変更前は８基の合計、変更後は９基の合計を示す。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項
変更なし

(5) 排水口に関する事項
変更なし

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年５月19日から同年６月９日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び新見市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

有
限
会
社
中
山
薬
局
下
方
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
庭
市
下
方
五
七
九
―
五 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
五
年
四
月
三
十
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号 

 

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地

改
良
事
業
（
計
画
の
変
更
）
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。 

 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

土
地
改
良
事
業
を
行
う
者
の
名
称 

 
 

児
島
湾
土
地
改
良
区 

二 

地
区
名
及
び
工
種 

 
 

 

地
区
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

工 

種 

 
 

 

宗
津
西
町
６
番
川 

 
 

 
 

 
 

か
ん
が
い
排
水 

三 

認
可
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
五
月
九
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

久
米
郡
美
咲
町
西
川
上
字
ド
ウ
峪
四
七
六
の
十
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号 

 

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
区
域
に
係
る
区
域
内
特
定
養

殖
業
者
の
同
意
は
、
同
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

（
加
入
区
の
名
称
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
区 

 

域
） 

 

 
 

日
生
町
か
き
特
定
加
入
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
生
町
漁
業
協
同
組
合
の
地
区 

 
 

牛
窓
町
か
き
特
定
加
入
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合
の
地
区 

 
 

寄
島
町
か
き
特
定
加
入
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寄
島
町
漁
業
協
同
組
合
の
地
区 
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〔
二
五
二
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

と
お
り
契
約
者
等
を
決
定
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

調
達
件
名 

 
 

令
和
五
年
度
鳥
取
・
岡
山
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務 

二 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

岡
山
県
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
課 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

三 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日 

四 

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所 

 
 

第
二
期
鳥
取
・
岡
山
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
共
同
企
業
体 

 
 

岡
山
市
北
区
大
内
田
六
七
五
番
地 

五 

契
約
金
額 

一
〇
六
、
九
二
〇
、
〇
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
九
、
七
二
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

六 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

 
 

随
意
契
約 

七 

随
意
契
約
の
理
由 

 
 

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め 
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〔
二
五
三
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    
 

名
称 

ゆ
め
タ
ウ
ン
山
陽 

    
 

所
在
地 

赤
磐
市
下
市
四
七
三
番
地 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
イ
ズ
ミ 

 
 

 

住
所 

広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役
社
長 

山
西 
泰
明 

 

３ 

変
更
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
） 

 
 

 
 

 

名
称 

有
限
会
社
山
陽
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ 

 
 

 
 

 

住
所 

赤
磐
市
正
崎
五
二
九
番
地
の
二 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

釣
井 

和
一 

 
 

 

（
変
更
後
） 

 
 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
ネ
ク
サ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ 

 
 

 
 

 

住
所 

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
七
番
一
三
号
福
永
ビ
ル
二
階
Ａ
号
室 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

新
垣 

 

純 

 

４ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
八
月
三
十
一
日
ほ
か 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
五
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
十
九
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 
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〔
二
五
四
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    
 

名
称 

ゆ
め
タ
ウ
ン
久
世 

    
 

所
在
地 

真
庭
市
惣
一
六
四
番
地
の
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

(1) 

名
称 

株
式
会
社
イ
ズ
ミ 

 
 

 
 

住
所 

広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

山
西 
泰
明 

 
 

(2) 

名
称 

株
式
会
社
い
な
い 

 
 

 
 

住
所 

鳥
取
県
倉
吉
市
河
原
町
一
七
七
〇
番
地 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

稲
井
陽
一
郎 

 
 

(3) 

名
称 

有
限
会
社
家
具
の
サ
ダ
カ
タ 

 
 

 
 

住
所 

真
庭
市
惣
一
八
八
番
地
の
一 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

定
方 

雅
義 

 
 

(4) 

名
称 

株
式
会
社
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト 

 
 

 
 

住
所 

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
一
丁
目
七
番
四
号 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

堀
江 

康
生 

 

３ 

変
更
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
） 

 
 

 
 

 

名
称 

ネ
ク
シ
ル
株
式
会
社 

 
 

 
 

 

住
所 

岡
山
市
北
区
下
中
野
一
二
二
二
番
地
七 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

植
野 

 

伸 
 

 
 

（
変
更
後
） 

 
 

 
 

 

名
称 

ネ
ク
シ
ル
株
式
会
社 

 
 

 
 

 

住
所 

広
島
県
広
島
市
東
区
光
町
二
丁
目
一
四
番
九
号
一
〇
一
号
室 

 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

加
賀 

寛
行 

 

４ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
五
年
四
月
一
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
五
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
十
九
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 
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〔
二
五
五
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    
 

名
称 

ゆ
め
マ
ー
ト
美
作 

    
 

所
在
地 

美
作
市
楢
原
下
字
土
屋
敷
一
二
六
八
―
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
イ
ズ
ミ 

 
 

 

住
所 

広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役
社
長 

山
西 
泰
明 

 

３ 

変
更
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

変
更
す
る
理
由 

退
店
の
た
め 

 
 

 

名
称 

有
限
会
社
大
岡 

 
 

 

住
所 

美
作
市
湯
郷
一
五
〇
番
地 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

取
締
役 

大
岡 

義
央 

 

４ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
五
月
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
十
九
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 

令和５年５月１９日　岡山県公報　第１２４９８号



〔
二
五
六
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

入
真
加
部
土
地
改
良
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

退
任
及
び
就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

退
任
役
員 

 
 

就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
監 

 
 

氏 
 

名 
 

 
氏 

 

名 
 

 
 

住 
 

 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
の
別 

 

久
宗 

 

實 
 

 
 

 
 

 
 

 

苫
田
郡
鏡
野
町
真
加
部
八
七
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

理 

事 

 

松
尾 

和
己 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
五
四
二 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

宇
佐
見
一
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

三
五
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 

植
木 

総
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
六
一
六 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

秋
富 

健
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
二
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 

九
城 

健
治 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
三
四
三
―
二 

 
 

 
 

 

〃 

 

筆
保 

 

親 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

四
六
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 

井
上 

達
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

九
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

須
田 

泰
瑞 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

入
四
七
―
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 

北
山 

寛
親 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

小
座
一
六
八
五
―
二 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
原
由
紀
夫 

 

〃 
 

〃 
 

真
加
部
一
一
八
九 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

植
木 

太
郎 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

五
〇
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

井
上 

 

誠 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

三
〇
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 

椋
代 

 

孝 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
六
〇
九 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

片
尾 

基
文 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
二
八
四
―
二 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

光
吉 

 

博 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

八
八
九 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

植
木 

正
一 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

四
六
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

内
山 

 

智 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

二
七
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺
岡 

 

宏 
 

〃 
 

〃 
 

小
座
八
七
三
―
一
〇 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

宗
本 

篤
仁 

 

〃 
 

〃 
 

入
二
二
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

池
田 

正
雄 

 

池
田 

正
雄 

 

〃 
 

〃 
 

〃
六
九
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

監 

事

小
倉 

種
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

小
座
一
二
〇
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

谷
口 

計
郎 

 

〃 
 

〃 
 

〃 

一
一
二
二
―
一 

 
 

 
 

 
 

〃 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
山
由
加
里 

 

〃 
 

〃 
 

〃 

一
四
三
八
―
一 

 
 

 
 

 
 

〃 
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〔
二
五
七
〕
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
を
利
用
す
る
権
利
を

設
定
す
る
裁
定
を
し
た
。

令
和
五
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
地
の
所
在
等

所
在
及
び
地
番

地
目

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

岡
山
市
南
区
西
七
区
二
二
四
番
一

田

八
、
七
二
三

二

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
内
容
等

借
賃
に
相
当
す
る

内

容

始

期

存
続
期
間

補
償
金
の
額

田
と
し
て
利
用

令
和
五
年
六
月
一
日

権
利
の
始
期
か
ら
令

一
七
四
、
四
六
〇
円

和
十
五
年
五
月
三
十

一
日
ま
で

三

農
地
を
利
用
す
る
権
利
が
設
定
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
機
構
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団
）

理
事
長

森
下

慎

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
十
六
号

四

農
地
の
所
有
者
等
の
情
報

現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と
見
込

ま
れ
る
。

五

補
償
金
の
支
払
の
方
法

農
地
を
利
用
す
る
権
利
の
始
期
ま
で
に
岡
山
地
方
法
務
局
に
補
償
金
を
供
託
す
る
。
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〔
二
五
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

  

  

久
米
郡
久
米
南
町
山

手
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
用
地
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
四
月
二
十
七
日
か
ら

同
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
二
五
九
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
備
中
局

建
第
二
〇
〇
三
号 

令
和
五
年
五
月
十
日 

番

号 

指

定

年

月

日 

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
里
見
字
漆
黒
六
六

八
四
番
一
〇
の
一
部
、
六
六
八
四
番
二

七
、
六
六
九
〇
番
一
二 

道

路

の

位

置 

五
・
〇
〇 

六
・
〇
二 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル)

 

三
〇
・
七
三  

二
三
・
四
〇  

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル)
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〔
二
六
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
清
音
柿
木
字
西
側
三
三
二
―
二
、
三
三
二
―
五
、
三
三
二
―
六
、
三
三
二
―
七
、
三
三

二
―
八 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
早
高
三
四
一
―
一 

小
原 

啓
史 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
七
〇
号 
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〔
二
六
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
宿
字
大
溝
原
一
三
三
〇
―
八
六
、
一
三
三
一
―
一
、
一
三
三
一
―
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
奉
還
町
二
丁
目
一
九
―
八
ポ
レ
ス
タ
ー
岡
山
タ
ー
ミ
ナ
ル
シ
テ
ィ
一
三
〇
五 

福
田
真
侑
子 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
五
三
号 
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〔
二
六
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
清
音
柿
木
字
西
側
三
三
二
―
二
、
三
三
二
―
五
、
三
三
二
―
六
、
三
三
二
―
七
、
三
三

二
―
八 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

道
路 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
早
高
三
四
一
―
一 

小
原 

啓
史 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
七
〇
号 

令和５年５月１９日　岡山県公報　第１２４９８号



    １
 

調
達

内
容

 

(
1
)
 
購

入
物

品
名

及
び

数
量

 

ノ
ー

ト
型

パ
ー

ソ
ナ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
（

県
民

局
及

び
地

域
事

務
所

分
）

 
2
4
9
式

 

 
(
2
)
 
購

入
物

品
の

特
質

等
 

 
 

 
 

入
札

説
明

書
、

令
和

５
年

度
前

期
集

中
調

達
ノ

ー
ト

型
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

仕
様

書

（
知

事
部

局
）

1
3
～

1
4
型

及
び

同
仕

様
書

1
5
型

以
上

（
以

下
「

入
札

説
明

書
等

」
と

い
う

。
）

に

よ
る

。
 

 
(
3
)
 
納

入
期

限
 

令
和

５
年

９
月

2
9
日

（
金

）
 

 
(
4
)
 
納

入
場

所
 

入
札

説
明

書
に

よ
る

。
 

 
(
5
)
 
入

札
方

法
 

入
札

金
額

は
、

調
達

物
品

の
本

体
価

格
の

ほ
か

、
輸

送
費

及
び

入
札

説
明

書
等

に
記

載
す

る
作

業
等

納
入

に
要

す
る

一
切

の
諸

経
費

を
含

め
た

額
と

す
る

。
な

お
、

落
札

決
定

に
当

た
っ

て
は

、

入
札

書
に

記
載

さ
れ

た
金

額
に

当
該

金
額

の
1
0
0
分

の
1
0
に

相
当

す
る

額
を

加
算

し
た

金
額
（

当
該

金
額

に
1
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

は
、
そ

の
端

数
金

額
を

切
り

捨
て

る
も

の
と

す
る

。
）
を

も

っ
て

落
札

価
格

と
す

る
の

で
、

入
札

者
は

、
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
に

係
る

課
税

事
業

者
で

あ

る
か

免
税

事
業

者
で

あ
る

か
を

問
わ

ず
、

見
積

も
っ

た
契

約
金

額
の

1
1
0
分

の
1
0
0
に

相
当

す
る

金

額
を

入
札

書
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

２
 

競
争

入
札

参
加

資
格

 

次
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

者
と

す
る

。
 

(
1
)
 
令

和
５

年
度

に
県

が
発

注
す

る
物

品
の

調
達

契
約

で
あ

っ
て

地
方

公
共

団
体

の
物

品
等

又
は

特

定
役

務
の

調
達

手
続

の
特

例
を

定
め

る
政

令
（

平
成

７
年

政
令

第
3
7
2
号

）
の

規
定

が
適

用
さ

れ
る

契
約

に
係

る
競

争
入

札
に

参
加

す
る

者
に

必
要

な
資

格
（

令
和

５
年

岡
山

県
告

示
第

4
0
号

（
物

品

の
売

買
，

修
理

等
の

調
達

契
約

に
係

る
競

争
入

札
の

参
加

資
格

、
資

格
審

査
の

申
請

手
続

等
。

以

下
「

資
格

告
示

」
と

い
う

。
）

に
定

め
る

資
格

を
い

う
。

）
を

得
て

い
る

者
で

、
格

付
区

分
が

Ａ

で
あ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 
(
2
)
 
地

方
自

治
法

施
行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
6
7
条

の
４

第
２

項
の

規
定

に
該

当
し

な
い

者
で

あ
る

こ
と

。
 

 
(
3
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
物

品
の

売
買

、
修

理
等

の
 

契
約

に
係

る
一

般
競

争
入

札
（

条
件

付
）
参

加
資

格
者

の
資

格
審

査
要

領
（

平
成

1
9
年

岡
山

県
告

示
第

3
0
6
号

）
の

規
定

に
よ

る
入

札
参

加
の

停
止

の
処

置
を

受
け

て
い

る
者

で
な

い
こ

と
。

 

 
(
4
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
物

品
の

売
買

、
修

理
等

の
 

契
約

に
係

る
一

般
競

争
入

札
（

条
件

付
）

参
加

除
外

等
要

領
に

基
づ

く
入

札
参

加
除

外
の

処
置

を
 

受
け

て
い

る
者

で
な

い
こ

と
。

 

 
(
5
)
 
民

事
再

生
法
（

平
成

1
1
年

法
律

第
2
2
5
号

）
に

基
づ

く
再

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

い

る
者

又
は

会
社

更
生

法
（

平
成

1
4
年

法
律

第
1
5
4
号

）
に

基
づ

く
更

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

い
る

者
（

再
生

手
続

開
始

の
決

定
又

は
更

生
手

続
開

始
の

決
定

を
受

け
て

い
る

者
を

除
く

。
）

で
な

い
こ

と
。

 

３
 

競
争

入
札

参
加

資
格

の
申

請
手

続
 

こ
の

一
般

競
争

入
札

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
者

で
、
２

(
1
)
の

資
格

を
得

て
い

な
い

も
の

は
、
資

格

〔
二
六
三
〕
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

札
を
実
施
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
五
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
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告
示

に
基

づ
き

申
請

手
続

を
行

う
こ

と
。

 

(
1
)
 
申

請
書

の
入

手
先

、
提

出
先

及
び

問
い

合
わ

せ
先

 

〒
7
0
0
－

8
5
7
0
 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
管

理
班

（
岡

山
県

庁
地

下
１

階
）

 

電
話

（
0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
3
8
 

 
(
2
)
 
申

請
書

の
提

出
期

限
 

令
和

５
年

６
月

1
3
日

（
火

）
正

午
 

４
 

契
約

条
項

を
示

す
場

所
等

 

(
1
)
 
契

約
条

項
を

示
す

場
所

、
入

札
説

明
書

等
の

交
付

場
所

及
び

問
い

合
わ

せ
先

 

〒
7
0
0
－

8
5
7
0
 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
調

達
班

（
岡

山
県

庁
地

下
１

階
）

 

電
話

（
0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
4
0
 

 
(
2
)
 
入

札
説

明
書

等
の

交
付

期
間

及
び

交
付

方
法

 

 
 

ア
 

交
付

期
間

 

令
和

５
年

５
月

1
9
日

（
金

）
か

ら
同

年
６

月
2
0
日

（
火

）
ま

で
（

岡
山

県
の

休
日

を
定

め
る

条
例

（
平

成
元

年
岡

山
県

条
例

第
２

号
）

第
１

条
第

１
項

に
規

定
す

る
県

の
休

日
を

除
く

。
）

 

 
 

イ
 

交
付

方
法

 

(
1
)
の

場
所

に
て

交
付

す
る

。
 

ま
た

、
郵

送
に

よ
る

交
付

を
希

望
す

る
場

合
は

、
交

付
に

必
要

な
期

間
を

十
分

に
考

慮
し

、

返
信

用
封

筒
及

び
返

信
に

必
要

な
切

手
等

を
同

封
し

、
(
1
)
の

場
所

に
請

求
す

る
こ

と
。

な
お

、

交
付

す
る

入
札

説
明

書
等

は
、
縦

2
9
7
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
、
横

2
1
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
、
重

さ
1
4
0
グ

ラ

ム
で

あ
る

の
で

、
注

意
す

る
こ

と
。

 

 
(
3
)
 
入

札
書

の
提

出
方

法
 

入
札

書
の

提
出

は
、

持
参

又
は

郵
便

若
し

く
は

信
書

便
に

よ
る

送
付

（
以

下
「

郵
送

等
」

と
い

う
。

）
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(
4
)
 
入

札
及

び
開

札
の

日
時

及
び

場
所

 

 
 

ア
 

日
時

 

令
和

５
年

６
月

2
8
日

（
水

）
 

1
3
時

1
0
分

 

た
だ

し
、

郵
送

等
に

よ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

令
和

５
年

６
月

2
7
日

（
火

）
1
7
時

を
受

領
期

限
と

す
る

。
 

 
 

イ
 

場
所

 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
地

下
１

階
入

札
室

 

た
だ

し
、

郵
送

等
に

よ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

(
1
)
の

場
所

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

ウ
 

そ
の

他
 

持
参

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
入

札
開

始
前

及
び

開
札

開
始

後
に

お
い

て
は

、
入

札
書

の
提

出

を
受

け
付

け
な

い
。

 

５
 

入
札

者
に

要
求

さ
れ

る
事

項
 

こ
の

一
般

競
争

入
札

に
参

加
を

希
望

す
る

者
は

、
一

般
競

争
入

札
参

加
申

出
書

及
び

入
札

説
明

書

で
指

定
す

る
添

付
書

類
を

令
和

５
年

６
月

2
0
日
（

火
）
1
7
時

ま
で

に
、
４

(
1
)
の

場
所

に
提

出
（

郵
送

等
に

よ
る

も
の

を
含

む
。

）
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

ま
た

、
入

札
参

加
希

望
者

は
、

契
約

担
当

者
か

ら
提

出
し

た
書

類
等

に
関

し
説

明
を

求
め

ら
れ

た

場
合

に
は

、
そ

れ
に

応
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

６
 

そ
の

他
 

 
(
1
)
 
入

札
及

び
契

約
手

続
に

お
い

て
使

用
す

る
言

語
及

び
通

貨
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日
本

語
及

び
日

本
国

通
貨

 

 
(
2
)
 
入

札
保

証
金

 

岡
山

県
財

務
規

則
（

昭
和

6
1
年

岡
山

県
規

則
第

８
号

）
第

1
3
1
条

及
び

第
1
3
3
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
(
3
)
 
契

約
保

証
金

 

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
5
3
条

及
び

第
1
5
5
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
(
4
)
 
入

札
の

無
効

 

こ
の

公
告

に
示

し
た

競
争

入
札

参
加

資
格

の
な

い
者

の
し

た
入

札
、

入
札

者
に

求
め

ら
れ

る
義

務
を
履

行
し
な
か
っ
た
者

の
し
た
入

札
そ
の
他

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
4
0
条

各
号

に
掲

げ
る
入

札
に

係
る

入
札

書
は

、
無

効
と

す
る

。
 

 
(
5
)
 
契

約
書

作
成

の
要

否
 

要
 

 
(
6
)
 
落

札
者

の
決

定
方

法
 

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
3
7
条

第
１
項

の
規

定
に
よ
り
決

定
さ
れ
た
予

定
価

格
の
制

限
の
範

囲
内

で

最
低

の
価

格
を

も
っ

て
有

効
な

入
札

を
行

っ
た

者
を

落
札

者
と

す
る

。
 

 
(
7
)
 
そ

の
他

 

詳
細

は
、

入
札

説
明

書
に

よ
る

。
 

７
 

S
u
m
m
a
r
y
 

 
(
1
)
 
N
a
m
e
 
a
n
d
 
q
u
a
n
t
i
t
y
 
o
f
 
t
h
e
 
p
r
o
d
u
c
t
s
 
t
o
 
b
e
 
p
u
r
c
h
a
s
e
d
 
:
 

N
o
t
e
b
o
o
k
 
t
y
p
e
 
P
e
r
s
o
n
a
l
 
C
o
m
p
u
t
e
r
 
2
4
9
 
U
n
i
t
s
 

 
(
2
)
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
d
a
t
e
 
:
 

B
y
 
2
9
 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
（

F
r
i
d
a
y
）

,
 
2
0
2
3
 

 
(
3
)
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
p
l
a
c
e
 
:
 

S
p
e
c
i
f
i
e
d
 
i
n
 
t
h
e
 
b
i
d
 
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
 
f
o
r
m
 

 
(
4
)
 
T
i
m
e
 
l
i
m
i
t
 
f
o
r
 
t
e
n
d
e
r
 
:
 

1
:
1
0
 
P
.
M
.
 
2
8
 
J
u
n
e
（

W
e
d
n
e
s
d
a
y
）

,
 
2
0
2
3
 

 
(
5
)
 
C
o
n
t
a
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